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【省略記号】  日時　場  場所　対 対象　定  定員　￥ 費用（記載なし：無料） 　他 その他　託  託児　申  申込　応  応募　問 問い合わせ先

令和 3 年度金亀公園・荒神山公園　年間利用調整会議

被害者支援に関する相談窓口

【おうみ犯罪被害者支援センター】
▶犯罪被害者サポートテレホン
☎ 077-521-8
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（月〜金曜、10：00 〜 16：00）
▶（公社）おうみ犯罪被害者支援セン
ター
☎ 077-525-8
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（月〜金曜、10：00 〜 16：00）
【滋賀県警察】
▶警察総合相談電話【県民の声
110 番】
☎（短縮ダイヤル）#9110
☎ 077-525-0110

（月〜金曜、8:30 〜 17:15）

　令和 3 年度中に、大会・イベン
トなどで優先的に施設の利用を希
望する団体は、申込用紙を提出し、
会議にご参加ください。
対象施設  
▶金亀公園（テニスコート、多目的競
技場）
※野球場は、令和 2 年度解体工事
実施。多目的競技場は、令和 3 年
度に県の連絡橋工事の施工ヤード
として利用予定のため、利用を制
限する期間あり（現在調整中）。
▶荒神山公園（野球場、テニスコート、

多目的広場）
利用条件  次の①〜④を全て満た
すこと

①各施設の利用目的に応じたもの
であること

②参加者がおおむね 100 人以上
であること

③商行為に該当しないもの
④大会準備に相当の時間を要し、

通常の申し込みでは実施が難し
いもの

申 令和 3 年１月５日㈫ 17：00 ま
でに各公園管理事務所にある申込
用紙に記入し直接窓口
＜調整会議＞

 令和 3 年１月 9 日㈯ 10：00
場 子どもセンター（日夏町）
問 髙木 · 技研特別共同体
☎ 21-3923

広報ひこ広報ひこねねへへのの広広告告をを募集しています募集しています

掲載料　　1 枠　3 万円（1 号あたり）
大きさ　　縦　45.5mm　横　86mm
申込締切　原則、発行日の 1 か月前
※詳しくは彦根市ホームページ（右下のQRコード）をご覧く
ださい。ホームページのバナー広告も募集中です。
問  シティプロモーション推進課広報係
☎ 30-6103　FAX 22-1398

〈　 お 知 ら せ　〉
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、
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、
彦
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博
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館
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と

な
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保
管
し
て
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が
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。
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史
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。

　
こ
の
史
料
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、御
宝
蔵
（
彦
根
城
の
本
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東
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に
位
置
）
に
あ

る
元
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武
具
や
道
具
な
ど
を
虫
干
し
す
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あ
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８
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５
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８
５
８
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作
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れ
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方
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御
宝
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理
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機
関
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の
役
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控
え
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帳
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虫
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カ
ビ
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虫
食
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ど
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防
ぐ
た
め
に
、書
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や
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な
ど
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日
に
干
し
風
に
当
て
る
も
の
で
、
こ
の
帳
面
に
よ
る
と
、
彦

根
藩
の
御
宝
蔵
で
は
土
用
入
り
に
あ
わ
せ
て
、概
ね
毎
年
旧

暦
の
６
月
か
ら
７
月
頃
（
現
在
の
７
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か
ら
８
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頃
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の
約
１

か
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、
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南
側
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鐘
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に
あ
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で
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南
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に
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。

　
ま
た
史
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召
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宝
蔵
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に
さ
ま
ざ
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な
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す
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い
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み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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」
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日
㈮
〜
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の
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間
、
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す
（
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月
15
日
㈫
は
休
館
）。
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る
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事

■【休館日のお知らせ】12月15日㈫、25日㈮～31日㈭

常設展示では、井伊家に伝来した名宝を中心に
約80点を展示しています。

常
設
展
示
の
名
品

講

　座

全体に変り檜垣地を敷き詰め、
その上に、梅、牡丹、獅子など
をおさめた大ぶりな唐団扇を表
します。鬼神の役に相応しい、
力強く大様な気分にあふれた一
領です。

彦根城博物館☎22-6100　　22-6520
https://hikone-castle-museum.jp/
開館時間　8：30～17：00（入館は 16：30まで）

FAX

　武士の必需品として大切にされた武具。彦根藩の武具管
理の実態を、それを担った人びとを通して紹介します。

　日本の美術工芸品には、子どもにまつわるさまざまな作
品があります。健やかな成長を祈る節句の人形や、吉祥を
意味する大勢の唐子（からこ）を
描く絵画、遊び道具まで、
子どもをめぐる営みとそれ
に関わる多様な作品を紹介
します。

テ
ー
マ
展

■ 展示解説　令和3年1月9日㈯　14：00～14：40
    解説：当館学芸員　　場所：講堂
　 当日受付（先着35人） ※無料（観覧料は別途必要）

講師：竹内光久　　場所：講堂　　当日受付（先着25人）
※100円（市内中学生以下無料、観覧料は別途必要）

▲唐子遊図　狩野中信筆（個人蔵）

令和3年1月1日(金・祝)～2月2日㈫
「子どもをめぐる美術－祈りから遊びまで－」

12月24日㈭まで
「戦に備える－彦根藩の武具管理－」

紅地変り檜垣地に唐団扇文様厚板唐織
べ に じ じか わ と う も ん よ う あ つ い た か ら お りう ち わひ がき

「侍中由緒帳」からみえる世界
じゅう しょゆ い ちょうさむらい

12月24日㈭まで

12月19日㈯　14：00～15：30

令和元年度  行政改革の取り組み
　市は、長期にわたり持続可能な行財政経営基盤を確
立した上で、不断の行財政改革に取り組み、市民サー
ビスの質的向上と活力あるまちづくりを実現すること
を目標として、令和元年 11 月に「第 5 次彦根市行政
改革大綱」、令和 2 年 3 月に「彦根市行政改革大綱実
施計画」を策定しました。取り組みの重点事項と令和
元年度の主な取り組み内容は次のとおりです。

 健全な財政基盤の確立 健全な財政基盤の確立
　歳入確保策の積極的な展開
として、彦根市へのふるさと
彦根応援寄附をさらに多く受
入れるため、ふるさと納税の
ポータルサイトを 3 つに増や
すとともに、返礼品の拡充を
行いました。

 効率的・効果的な行政体制の整備 効率的・効果的な行政体制の整備
　持続可能な行財政運営の確立として、会議の議事録
作成に要する時間の短縮のため、AI（人工知能）を活用
した議事録作成支援システムを導入しました。

 市民の参画と協働によるまちづくり 市民の参画と協働によるまちづくり
　持続可能なシティプロモーションを推進するため、
戦略の柱である「協働（共創・共走）」「熱を伝える場づ
くり」「共感を生む情報発信」に沿って、市民がまちの
課題に積極的にトライできる環境づくりを目的とした、
オープン座談会「G

グ ッ ド

ood 
R
ル ー ツ

oots M
ミ ー テ ィ ン グ

eeting」 を 開
催するなど、市民との協
働による取り組みを進
めました。

問 働き方・業務改革推進課☎ 30-6149　FAX 22-1398

お知らせ

問  シティプロモーション推進課広報係
☎ 30-6103　FAX 22-1398

ひこまち彦根市総合アプリ
市の情報をより手軽に入手しよう！

【主な機能】ごみカレンダー、子育てカレンダー、プッ
シュ通知、子育て関連機能、災害などのお知らせ  など
※アップストア、グーグルプレイ（右下のQRコード）から無料ダ
ウンロード可能（通信料は利用者の負担）


